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Ⅰ 計画の端緒  

 

「（仮称）熱海文学館基本構想」は、熱海市に在住された小説家杉本苑子氏と熱海市が締

結した遺贈契約に基づき策定するものです。次年度の基本計画策定のため、現状把握と課題

整理を行った上で本事業の方向性を示します。 

ここでは、杉本氏の功績と、構想策定の前提となる遺贈契約の内容を記します。 

 

1. 杉本氏の功績 

 

杉本氏は、大正 14（1925）年東京都牛込区（現・新宿区）生まれの小説家です。 

昭和 27（1952）年『燐の譜』が大衆文芸賞を受賞し、その選考委員であった吉川英治に師

事します。昭和 38（1963）年『孤愁の岸』で第 48 回直木賞、『滝沢馬琴』で師の名を冠した吉

川英治文学賞、『穢土荘厳』で女流文学賞などの受賞歴があります。『マダム貞奴』と『冥府回

廊』は NHK 大河ドラマ「春の波濤」の原作となるなど、一貫して歴史を題材とする小説を発表し

続けました。 

 

【杉本苑子氏略歴】 

 

大正 14（1925）年 6 月 26 日 東京都牛込区（現・新宿区）に薬剤師杉本

福次郎と成子の長女として生誕 

昭和 24（1949）年 文化学院卒業 

昭和 26（1951）年 『申楽新記』サンデー毎日懸賞小説で佳作 

昭和 27（1952）年 『燐の譜』大衆文芸賞受賞 

この時の審査委員吉川英治に師事する。10 年間の

作品発表禁止を命じられる。 

昭和 37（1962）年 『船と将軍』刊行 

昭和 38（1963）年 『孤愁の岸』第 48 回直木賞受賞 

昭和 53（1978）年 『滝沢馬琴』第 12 回吉川英治文学賞受賞 

昭和 61（1986）年 『穢土荘厳』第 25 回女流文学賞受賞 

昭和 62（1987）年 紫綬褒章 

平成 7（1995）年 文化功労者選出 

            熱海市と遺贈契約締結 

平成 9（1997）年 熱海市名誉市民となる 

平成 14（2002）年 文化勲章受章 

平成 29（2017）年 5 月 31 日 自宅にて逝去（享年 91 歳）  
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2. 杉本氏と熱海市のゆかり 

 

杉本氏は、昭和 52（1977）年熱海市に別荘を構え、昭和 55（1980）年にはその別荘に移住

した後、亡くなるまで熱海で執筆活動を続けました。 

また、師匠の吉川英治の別荘が熱海市西山にあり、別荘を建てる前から度々熱海を訪れて

いました。そのころの思い出を次のように語っています。 

 

 吉川英治先生は大変厳しい人で、作品を見ていただくたびに叱られた。叱られても叱られても、子ども

のころからの夢であった小説家になれ、文章を書けるだけで嬉しくて、ただひたすらに書き続けてきた。 

しかし、奥様は優しい方で、遅くなると「苑子さん、ご飯を食べていらっしゃい。」と気を使っていただい

た。また、先生のお宅の向かいには赤坂辺りの日本料理屋の出店があって、料理を取っていただいたこ

ともあった。奥様の気遣いやおいしい料理につられて熱海に通っていたといえる。（※1） 

 

 平成 7（1995）年、文学館の設立を願い、杉本氏自身の没後に著作権を含めた全ての財産

を遺贈する契約を熱海市と結びました。平成 9（1997）年 4 月 10 日には、熱海市制施行 60 周

年に際し名誉市民となっています。平成 7（1995）年、（仮称）熱海文学館の設置場所として予

定されている熱海字竹ノ沢の居宅に引っ越し、最初の居宅は熱海市に寄贈し、彩苑として一

般公開中です。生前は、ご自身が講師となって彩苑での講座を実施するなど、文学のすそ野

を広げる活動の場として活用されました。熱海市への思いを次のように語っています。 

 

 熱海へは、単なる別荘のつもりで家を持ったが、空気や景色、人など、思っていたより居心地がよくて、

結局住み着いてしまい、骨を埋めることになった。子どものころから、何度となく家を移ってきたが、熱海

へは、初めて自分の意志で転居してきた。 

 吉川英治先生の西山の住まいへは度々訪れていたが、今は建物もなくなってしまって大変残念である。

だからこそ、せめて熱海ゆかりの文学者や文学作品の資料が散逸しないよう、自分の死後、自分の家屋

敷を使って熱海文学館を設立していただきたい。（※1） 

 

平成 29（2017）年 5 月 31 日ご自宅にてご逝去され、平成 31（2019）年、遺贈契約に基づき

本事業の検討が始まりました。 

 

※1 「平成 19 年 4 月 10 日市制施行 70 周年記念式典への送迎車中の会話から」抜粋 
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3. 杉本氏のご遺言とご要望 

 

杉本氏の遺言書には、所有した土地、建物だけでなく著作権を含めたすべての資産を熱海

市に遺贈することが明記されています。また、熱海市と締結した要望書、契約書では、杉本氏

を含む熱海市ゆかりの文学者の資料を保存・収集、展示し、文学館として充分な機能を果た

す「熱海文学館（仮称）」の設置を希望されています。 

本事業は、契約書に記載された「熱海市にゆかりのある文学者の記念館とすることは熱海

市にとってきわめて意義があることと考えており」という杉本氏のメッセージと、杉本氏が生涯を

かけた作家活動を尊重し、生きた証の全てと言っても過言でない著作権を託した思いをしっか

りと受け止めることから始まると考えます。 

したがって、杉本氏の遺志を尊重し、文学によって熱海市の発展に寄与する施設を創造す

ることを、本事業の第一義とします。熱海市を取り巻く状況と、文化財および生涯学習施策を

踏まえ、本事業が目指す方向性を示すとともに、基本計画にあたる課題精査を行います。 

以下に、遺贈契約といわれる各文書の抜粋を記載します。 

 

（1） 遺言書（抜粋） 

 

私、杉本苑子は次のとおり要望する。 

  

第 1 条  略 

第 2 条 私は、熱海市との契約にしたがい、私の所有する土地、建物、著作権、現金、 

 預貯金その他すべての資産を熱海市に遺贈する。 

ただし、指名する遺言執行者が、資産価値のないもの、熱海文学館（仮称）

に収蔵するのに適当でないものと判断した物品は、資産に含まれないものと

し、適当に処分するものとする。 

第 3 条  略 

第 4 条  略 

第 5 条 遺言執行者として、次のものを指名する。 

        東京都千代田区丸の内 

           中村合同特許法律事務所 

             弁護士  中村 稔 

             弁護士  辻居 幸一 

    

熱海市教育委員会 平成７年２月２３日 第５４号 受付  
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（2） 要望書（抜粋） 

 

土地、建物等の私の資産のすべてを私の死亡を条件として熱海市に贈与する旨の

契約をするのについて、次のとおり要望します。 

  

  

一 熱海文学館（仮称）の運営については、文学館として充分な機能を果たすため

には、文学に造詣のふかい外部の専門家をまじえた運営委員会のような組織を

設けて、そうした方々の意見をふまえて運営して頂きたい。 

  

二 熱海文学館（仮称）の業務の遂行については、美術館における学芸員や図書館

における司書と同様、文学館における資料の保存・展示等に関して特有の専門

的知識と経験をもつ専任の職員が必要であろうと思われるので、そういう職員を

おくことにして頂きたい。 

  

三 熱海文学館（仮称）は、運営委員会の方々の意見をふまえ、空調等の設備を含

め、文学館としての機能を果たすにふさわしい施設として頂きたい。 

  

四 著作権に関しては、運営委員会の方々の意見をふまえ利用するようにし、著作

者としての私の名誉や声望がそこなわれることのないよう、十分な注意を払って

頂きたい。 

  

  

平成７年６月４日 

杉本苑子 

熱海市長 川口市雄 
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（3） 契約書（抜粋） 

 

杉本苑子（甲）と熱海市（乙）との間において、次のとおり契約する。 

  

〔前文〕 

＊甲は、別紙目録（二）記載の土地、建物を甲の没後「熱海文学館（仮称）」とし、

甲を含む熱海市にゆかりの文学者の遺品、蔵書、原稿、書簡などを保存・収集、

展示する施設とし、熱海市にゆかりのある文学者の文学の研究、普及に役立て

たいと希望し、このため、甲の資産のすべてを熱海市に甲の死亡を条件として

贈与したいと考えている。 

＊乙は甲の資産の贈与を受けたさい、別紙目録（二）記載の土地、建物を「熱海文

学館（仮称）」として、熱海市にゆかりのある文学者の記念館とすることは熱海市

にとってきわめて意義があることと考えており、甲の意思にそって、甲の資産を、

甲の死亡を条件とし、かつ、この契約書の条項にしたがい、贈与を受けることを

希望している。 

  

第１条 

＊甲は、この契約の条項を乙が遵守することを条件として、甲の死亡の時点で所有

する、甲のすべての資産を乙に贈与し、乙は同条件を遵守することを了承の上

で、贈与を受ける。 

＊遺言執行者が、甲の身の回り品等、資産価値のないもの、または「熱海文学館

（仮称）」に収蔵するのに適当でないものと判断した物品は、甲の資産には含ま

れないものとする。 

  

第２条 

＊乙は、別紙目録（二）記載の土地、建物を「熱海文学館（仮称）」として利用し、維

持し、運営するものとする。 

  

第３条 

＊乙は甲から遺贈を受けた甲のその他の資産を、別紙目録（二）記載の土地、建

物を「熱海文学館（仮称）」として改造し、維持し、運営するための費用に充てる

ものとし、不足する額は自ら負担することにより、「熱海文学館（仮称）」を、甲の

意思にそう、意義ある施設として維持、運営するものとする。 

＊乙は、別紙目録（一）記載の土地、建物、別紙目録（三）記載の土地、甲が所有

するその他の資産を売却することができる。ただし、甲の著作権および「熱海文
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学館（仮称）」に収蔵する価値ある文学者の遺稿、遺品、書簡などを売却するこ

とはできない。 

  

第４条  

 略 

  

第５条  

 略 

  

第６条 

＊甲は本契約の趣旨にしたがう遺言書を作成するものとする。 

  

 平成７年６月４日 

 （甲）杉本苑子 

 （乙）熱海市長 川口市雄 

立会人 弁護士 中村稔 （中村合同特許法律事務所） 

  

  

 目 録 

 （一） 土地および建物 

       熱海市熱海字銀山１７８８番地の６１の土地・建物 （現「彩苑」） 

 （二） 土地および建物 

       熱海市熱海字竹ノ沢１７６６番地の４７他の土地・建物 （現「杉本苑子

邸」） 

 （三） 土地 

       北海道茅部郡砂原町字沼尻所在の土地 
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Ⅱ 旧杉本邸及び彩苑の現状と課題  

 

遺贈契約に基づき、熱海市は 2 棟の住宅を所有しています。 

1 棟は熱海移住時の居宅で、現在は一般公開されている彩苑です。もう 1 棟は彩苑から引

っ越して亡くなるまで暮らした熱海字竹ノ沢の居宅（以降は旧杉本邸と表記）です。本事業で

は、旧杉本邸を（仮称）熱海文学館として活用することを想定しています。 

ここでは、旧杉本邸を活用するため、2 棟の住宅の立地、現状と収蔵資料の状況を把握し、

一般公開に向けた課題を整理します。 

 

1. 旧杉本邸・彩苑の立地  

 

旧杉本邸は、市街地西部の西熱海町一丁目に位置し、敷地面積約 450 ㎡、木造スレート

葺２階建て、床面積約 238 ㎡の建物で、玄関前の道路を隔て、約 331 ㎡の駐車場予定用地

があります。公共交通機関として、３ヶ所ある最寄りの路線バスのバス停から、いずれも徒歩 15

～20 分程度必要です（次ページ参照）。電車では、JR 伊東線が最寄りの路線となりますが、来

宮駅から道のりで 2.3 ㎞、自動車で約 7 分、熱海駅からでは、同じく 3.3 ㎞、約 15 分の距離と

なっています。 

彩苑は、西熱海町二丁目に位置し、旧杉本邸から道のりで約 1 ㎞離れており、自動車で約

5 分程度です。 

どちらの住宅も標高 200ｍ以上の山手の別荘地エリアにあり、静かな環境と素晴らしい眺望

を有しています。 

一方、市内の文化施設の位置関係をみると、佐佐木信綱旧居である凌寒荘以外の主な文

化施設は JR 線付近あるいは旧杉本邸と反対の JR 線以南に存在します。 

 

2. 旧杉本邸・彩苑の立地的課題 

 

上記から旧杉本邸は、公共交通の便が悪く、大きな駐車場の確保が困難で、市内の主要

観光ルートとも外れており、立地的に集客面で多くの課題を抱えています。実際に彩苑は、日

曜日のみの開館ということもありますが、年間 100 人に満たない入館者数です（資料編 P11 参

照）。 

現状では、熱海と文学の関係は、『金色夜叉』以外にあまり知られていないといえます。本

施設が、杉本氏の創作活動をはじめ、熱海市ゆかりの文学者の功績を伝える施設として永続
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的に存在するためには、研究施設としてだけでなく、それ以上の魅力を多くの方々に知っても

らうことが重要だと考えます。そのためには、立地の不利を払拭する方策を講じ、文学のみなら

ず観光の面でも魅力を備えた施設にする必要性があると考えます。 

 

【旧杉本邸・彩苑位置図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 旧杉本邸と彩苑の活用方針  

 

旧杉本邸は、平成 7 年に建築された築 24 年（令和元年現在）の住宅です。2 年前までお住

まいだったため、建物として現状では大きな損傷や不具合はみられません。また、資料の整理

を一部で実施したほかは、書棚、書斎の机まわり、応接室の調度品や陳列品など生前のまま

に保存されています。 

彩苑は、築年数が経っていること、2 棟の運営は事業的に困難であることから、公開機能を

旧杉本邸に集約し、収蔵庫など別途利用あるいは売却を視野に入れた整理の方向で検討中

です。 

 

  

旧杉本邸 

彩苑 

西熱海別荘前 成田山前 

日本鋼管前 

凌寒荘 

澤田政廣記念美術館 

中山晋平記念館 

双柿舎 

起雲閣 

旧日向別邸 
（改修中） 

 

創作の家

伊豆山郷土資料館 

（お宮の松） 

熱海駅 

来宮駅
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（1） 旧杉本邸一般公開にあたり 

 

旧杉本邸を文学館として一般公開するにあたり、部屋の用途や設えを勘案し、公開する展

示スペースと、受付や事務などの管理及びバックヤードスペースに分類しました（次ページ平

面図参照）。 

 

   ・2 階書斎は、生前のままに保存している。この雰囲気を残したいと考える。 

   ・2 階バルコニー（⑱）からの眺望が素晴らしい。この眺めを活かしたいと考える。 

   ・展示スペースとして活用できる諸室は、平面プランにオレンジ色で示した個所を想定し

ている。 

   ・展示スペースの中で、通常は来館者がくつろいで交流したり、ゆっくりと読書を楽しみ、

イベント時には講座が開催できるような談話室的役割のサロンが必要かどうかを検討し

たい。また、必要とした場合に適した部屋はどこかを検討したい。 

   ・庭に設置された物置きは撤去可能であり、撤去の方向で考える。 

 

   【諸室一般公開の考え方】 

フロア 室名 利用の方向性（案） 

1F  ③玄関ホール ・受付など 

 ④和室（二間） ・展示スペース 

 ⑥⑦バルコニー 
・カフェコーナーとして利用 
あるいは、現状を維持し公開 

 ⑩台所 ・管理・バックヤードスペース 

 ⑪食事室 ・展示スペース 

2F ⑬納戸 
・管理・バックヤードスペースの書庫 
あるいは、入室不可だが見せる書庫として展示化 

 ⑭応接室 
・展示スペース 
あるいは、現状維持し公開 

 ⑮⑯主寝室 ・展示スペース 

 ⑰書斎 ・現状を維持し公開 

 ⑱バルコニー 
・カフェコーナーとして利用 
あるいは、現状を維持し公開 

  



10 
 

【旧杉本邸平面図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1F 
床面積 144.13 ㎡ 

2F 
床面積 93.82 ㎡ 

※内部写真は資料編 P2～3 参照 
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（2） 一般公開の課題 

 

 以上のような設定で一般公開施設とした場合、以下のような建築、面積・設備などの課題が

挙げられます。 

 

① 建築的課題 

   a. 用途変更の手続き 

不特定多数の来訪を前提とする「展示場」への用途変更を行い、屋内へ入館できる

施設とする必要がある。 

書類調査により、建築図面・確認申請書類の存在は確認したが、「確認検査済証」の

存在は確認できない。用途変更を行うためには、確認申請書類に基づく調査を行い、

その調査に基づき「展示場」への用途変更が必要である。 

b. バリアフリー対策 

      現状は 1 階を含めて車椅子や移動に困難を伴う方の見学は困難である。エレベー

ター増築ができるとすれば屋外で、敷地面積的に不可能ではないが、杉本氏が暮ら

していた当時の雰囲気を損なうことと、予算的な負担が大きいことなどから、前提とし

ては、エレベーター設置ではなく、玄関までのスロープ設置と人的な対応で検討を

進めることとする。 

      また、主要な展示は 1 階部に設け、2 階は副次的な位置づけとした展示構成を検討

する。 

 

② 面積・設備的課題 

   a. 資料収蔵について 

面積・設備の観点から、充分な収蔵スペースの確保が難しい。また、彩苑の保存環

境があまりよくないことを考えると、旧杉本邸以外に収蔵場所を確保する必要がある。 

   b. バックヤードの確保 

スタッフの事務スペース、資材倉庫などのバックヤードが現状の想定スペースでは不

足している可能性がある。バックヤード必要面積の精査が必要である。 

 

 ③ その他の課題 

   a. 露出展示の資料紛失対策 

書斎や応接室など、杉本氏が使用していた状況を維持し露出展示とした場合、資料

紛失対策をどうするか検討する必要がある。 
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4. 資料の保存環境に関して  

 

現在、旧杉本邸と彩苑で収蔵している資料は、（仮称）熱海文学館に全て収蔵します。収蔵

予定資料の概略を把握し、必要な保存環境を整備するための課題を整理しました。 

 

（1） 旧杉本邸収蔵資料 

 

① 整理済み資料 

分類 詳細 点数 単位 

1. 原稿類   199 点 

2. その他貴重な資料 
・吉川英治「新平家物語」第百四十五 ３枚 
・直木賞目録・副賞祝儀袋各１（昭和３８年１月２３日） 

2 点 

3. 杉本苑子資料箱 A.原稿または原稿コピー  6 箱 

   （計 79 箱） B.書簡 9 箱 

  C.賞関係書簡他、家計簿、未整理（書類・伝票・メモ手帳など）など 10 箱 

  D.著作物（単行本・歴史書・ムック本など） 9 箱 

  E.著作物（雑誌＊完全な状態のもの） 5 箱 

  F.著作物（雑誌＊切抜部分） 4 箱 

  G.新聞切抜 4 箱 

  H.内容見本他 1 箱 

  I.講演・シンポジウムパンフレットなど 1 箱 

  J.観光パンフレット（一部取材時に使用したメモもあり） 1 箱 

  K.写真 3 箱 

  
L.資料他（小説の材料となる書籍・パンフレット・メモなど）、 

芝居台本（脚本杉本苑子など）、テレビ台本、中国関係資料など 
19 箱 

  M.図書（寄贈書） 7 箱 

4. 書簡差出人 157 名  ※詳細は資料編 P4 参照 161 通 

5. 掛け軸 ※詳細は資料編 P4 参照 22 軸 
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② 図書（書庫、書斎） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 陳列資料（和室、食堂、応接室、書斎） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

④衣類 

 

 

 

 

 

 

 

 

2F 書庫 

2F  
書斎 

１F 和室 １F 食事室 

2F 応接室 

2F 主寝室 
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⑤ 小間物（和室） 

※写真中、軸物は整理済み①に含まれる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2） 彩苑収蔵資料 

 

① 茶箱 14 箱 

資料番号 詳細 資料名称 制作者等 数量 

23 原稿 「落とし穴―鎌倉釈迦堂の僧たち」生原稿（複製） 杉本苑子 1 

61 原稿 「路」校生ゲラ（光文社）（複製） 森村誠一 1 

62 原稿 「鎌倉釈迦堂異聞 笑顔」生原稿（複製） 杉本苑子 1 

243 原稿 「路」初稿校生ゲラ（光文社発行）（原本） 森村誠一 1 

629 原稿 「鎌倉釈迦堂異門（1）落とし穴」原稿（41 枚） 杉本苑子 1 

630 原稿 「鎌倉釈迦堂異門（2）流れ星」原稿（42 枚） 杉本苑子 1 

631 原稿 「鎌倉釈迦堂異門（3）笑顔」原稿（40 枚） 杉本苑子 1 

632 原稿 「鎌倉釈迦堂異門（4）負け犬」原稿（43 枚） 杉本苑子 1 

633 原稿 「鎌倉釈迦堂異門（5）つくも髪」原稿（42 枚） 杉本苑子 1 

634 原稿 「鎌倉釈迦堂異門（6）きのこ汁」原稿（49 枚） 杉本苑子 1 

635 原稿 「鎌倉釈迦堂異門（7）あとがき」原稿（3 枚） 杉本苑子 1 

636 原稿 「柿の木の下」原稿（25 枚） 杉本苑子 1 

637 原稿 「杖」原稿（40 枚） 杉本苑子 1 

638 原稿 「孔雀」原稿（40 枚） 杉本苑子 1 

639 原稿 「華髪」原稿（44 枚） 杉本苑子 1 

640 原稿 「胡女」原稿（44 枚） 杉本苑子 1 

641 原稿 「随想 小さな時計」原稿（8 枚） 杉本苑子 1 

642 原稿 「つかみどころ無し」原稿（6 枚） 杉本苑子 1 

1F 和室 
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643 原稿 「薬玉」原稿（43 枚） 杉本苑子 1 

760 原稿 「防火の武士」原稿（66 枚） 森村誠一 1 

761 原稿 「■の捕物帳解説」原稿（18 枚） 森村誠一 1 

762 原稿 「陰火の武士」原稿（5 枚） 森村誠一 1 

763 原稿 「路（みち）1」原稿（21 枚） 森村誠一 1 

764 原稿 「路（みち）2」原稿（29 枚） 森村誠一 1 

765 原稿 「路（みち）3」原稿（30 枚） 森村誠一 1 

766 原稿 「路（みち）4」原稿（22 枚） 森村誠一 1 

1286 原稿 「かっぱ屋敷」原稿（31 枚） 島田一男 1 

1287 原稿 「飛鳥源平夜合戦」原稿（117 枚） 島田一男 1 

1288 原稿 「ニーナと糠漬け」原稿（9 枚） 島田一男 1 

1289 原稿 「西太后の朝餉」原稿（9 枚） 島田一男 1 

1290 原稿 「窓」原稿（3 枚） 島田一男 1 

1291 原稿 「ミステリーゾーン発掘 三保羽衣の松」原稿（44 枚） 島田一男 1 

1292 原稿 「行った処・会った人」原稿（15 枚） 島田一男 1 

1293 原稿 「鑑識捜査官」原稿（77 枚） 島田一男 1 

1294 原稿 「公安機動捜査隊」原稿（15 枚） 島田一男 1 

1295 原稿 「豪華客船殺人事件」原稿（本稿 10 枚、下書き 92 枚計 102 枚） 島田一男 1 

1296 原稿 「熱海天守坂の殺意」原稿（No.1 91 枚、No.2 61 枚計 152 枚） 島田一男 1 

1297 原稿 「死者の谷」原稿（20 枚） 島田一男 1 

1298 原稿 「死者の谷」原稿（19 枚） 島田一男 1 

1299 原稿 「自分の作品のキャラクターを語る ほか」原稿（8 枚） 島田一男 1 

1300 原稿 「特急捜査網 女弁護士の死」原稿（78 枚） 島田一男 1 

1301 原稿 「七本の絵蝋燭 幻の兵隊さん」原稿（29 枚） 島田一男 1 

1302 原稿 「喧嘩政極道帖 妖しい笑顔」原稿（126 枚） 島田一男 1 

1303 原稿 「短編複数（題名不詳）」原稿（合計 439 枚） 島田一男 439 

 

② 展示中の資料 

 

 

 

 

 

 

1F 展示室（杉本氏著作、原稿等） 
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（3） 保存環境的な課題 

 

現状、ダンボール箱だけでも約 100 箱あり、今後、中性紙対応など永続的な資料保管措置

をとると保管箱は倍増することが想定されます。11 ページで述べたように、面積・設備的に旧

杉本邸の一括収蔵は困難であるため、資料収蔵スペースを別途確保する必要があります。 

また、収蔵資料の多くは紙ものであるため、温湿度管理は必須要件となります。 

 

（4） 収蔵スペースの候補 

 

収蔵予定資料のおおよその分量と資料形態、継続使用の可能性などを踏まえ、収蔵スペ

ースとして 3 件の候補地が挙げられます（次ページ参照）。そのほか、教育委員会管理施設に

おいて収蔵することも検討する可能性はあります。 

永続的な資料保存と予算的な実現性を勘案するとそれぞれ一長一短あり、更なる精査を行

い、収蔵スペースを確定する必要があります。 

  

2F 展示室（杉本氏所蔵の関係者資料） 
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【収蔵スペース候補地とメリット・デメリット】 

 

【収蔵スペース候補地位置図】 

  

№ 名称／所在地 概要等 メリット デメリット 注意点等 

1 

彩苑 
 
西熱海町二丁目 

木造２階建 

S52 築 床面積 152 ㎡ 

※文化施設として公開中 

・距離至近(道のり約 1 ㎞) 

・保管に必要な大きさ確保 

可能 

・玄関に数段の段差あるが 

保管物の搬出入に大きな 

支障なし  

・耐震化未実施 

・老朽化の進行 

・防湿・温度管理設備なし 

※温湿度測定資料：資料

編 P5 参照 

・彩苑の公開終了 

が条件となる 

・遺贈契約により 

売却の可能性が 

ないとはいえな 

い 

2 

熱海市役所  
第 2 庁舎 
３階 
 
中央町 

（市役所敷地内）  

SRC  

半地下 1 階地上 3 階 

S48 築 延床 1,934 ㎡ 

※教育委員会が倉庫とし

て使用 

・耐震補強済み 

・保管に必要な大きさ確保 

可能 

・市役所と同等のセキュリ 

ティ 

・老朽化の進行 

・防湿・温度管理設備なし 

・市の公共施設管 

理施策により将 

来解体となる可 

能性あり 

3 

旧杉本邸  
駐車場 
新築収蔵庫 
 
西熱海町一丁目  

旧杉本邸駐車場 ・距離至近で至便 

・保管に必要な大きさ確保 

可能 

・収蔵庫として新築するた 

め、収蔵庫として必要十 

分な機能を確保可能 

  

・建設資金が必要 

・駐車場面積の減少 

  

① 
③ 

② 

① 彩苑 

② 熱海市役所 第 2 庁舎 
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Ⅲ 熱海市の文学・文化活動状況 

 

  熱海市の上位計画と生涯学習の活動状況を踏まえ、（仮称）熱海文学館が熱海市におい

てどのような位置づけを果たすべきか検討します。 

 

1. 熱海市の上位計画における位置づけ 

 

平成 28 年 3 月策定の『第四次熱海市総合計画 後期基本計画』において、文化の振興が

重点施策のひとつに挙げられています。総合計画策定時は（仮称）熱海文学館の検討が始ま

っていないため記載はないものの、「まちを匂わせる（文化の振興）」、「文化・芸術の発表の場

となる文化活動の拠点整備を進める」という方向が、本事業が依拠する施策に当たります。あ

わせて、現在策定中の『第五次熱海市総合計画』との調整も必要となります。 

 

【「第四次熱海市総合計画 後期基本計画」（抜粋）】 
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また、『熱海市教育振興基本計画 後期基本計画』における、「重点事業 市民自らが学べ

る生涯学習環境づくり」「重点目標 文化財や伝統文化等の保存・継承」、『熱海市生涯学習

推進大綱』における、「文化をはぐくむ誇れるまちづくり」も本事業が依拠する施策に当たりま

す（※詳細は資料編 P6 参照）。 

 

2. 熱海市の文学・文化関連施設と生涯学習活動状況 

 

首都圏に近い温泉地として、その存在を中世まで遡ることができる熱海には、文化人、政財

界の方々など著名な方の別荘や、温泉地の歴史・文化を伝える文化財、施設が多数存在しま

す。そうした風土の中で継続されてきた市民の生涯学習活動は、本事業を推進する重要な土

壌となるものです。 

 

（1） 熱海市の文学・文化関連施設 

 

熱海市は、杉本氏の別荘だけでなく、山本有三や太宰治などに愛された旅館の起雲閣、万

葉集研究で著名な佐佐木信綱が晩年を過ごした凌寒荘や、シェイクスピアの翻訳家としても

有名な文豪、坪内逍遙の最晩年の住宅である双柿舎があり、また熱海は、重要場面の舞台と

なった作品として名高い『金色夜叉』、志賀直哉、谷崎潤一郎、太宰治、檀一雄など近代・現

代の文学者とのエピソードが残る店など、文学に関わる施設やスポットが多数存在する文芸の

まちともいえます。  
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【熱海市の文学・文化関連施設-1】 

 

旧杉本邸 

凌寒荘

澤田政廣記念美術館 

中山晋平記念館 

双柿舎 

起雲閣 

旧日向別邸 
（改修中） 

創造の家 

伊豆山郷土資料館 

（お宮の松） 

彩苑 

池田満寿夫記念館 

※市街地拡大図は 
次ページ 
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【熱海市の文学・文化関連施設-2】 

 

  

 

① ボンネット（喫茶店） 

1952 年創業三島由紀夫、谷崎潤一郎、越路吹雪、三輪明宏、広津和郎など名だたる著名人が

訪れた。ハンバーガーが名物。当時のことを知るマスターの話が聞きたくて訪れる人もいる。 

② モンブラン（洋菓子店） 

    1947 年創業。志賀直哉がお気に入りだったお菓子がある。現在も販売。 

③ スコット旧館（洋食店） 

1946 年創業。志賀直哉などが通っていたことで有名。 

④ ゆしま（ジャズ喫茶） 

1964 年創業。熱海が観光地として隆盛を極めていた 1950～60 年代、市内ホテルで行われてい

たジャズライブの終演後バンドマンが訪れるなど当時の様子を知る老舗。 

⑤ 旧村上旅館 

「走れメロス」執筆のきっかけになったといわれる太宰治と檀一雄とのエピソードが残る旅館。現

在はたばこ販売のみを行う。 

 

旧杉本邸 

凌寒荘 

起雲閣

双柿舎 ③ 

⑤ 

④ 

① 

② 

（お宮の松） 
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（2） 熱海市の生涯学習活動 

 

熱海市内の生涯学習活動で、特に文学関連の活動、イベントを以下に挙げました。 

 

① 文学及び本に関するサークル 

   a. 朗読サークル：熱海市立図書館おいて年６回朗読会を開催  

   b. 歌人協会：熱海市文化団体連合会所属サークル。短歌結社の集合体 

   c. 俳句人協会：熱海市文化団体連合会所属サークル。俳句結社の集合体 

 

 ② 文学に関する市民講座 

   a. 古事記を読む講座：中央公民館主催「市民大学」の１講座。年８回 

   b. 図書館講座「熱海の歴史をひもとく」：図書館主催。年３～４回 

 

 ③ 文学に関する生涯学習イベント 

   a. 佐佐木信綱祭短歌大会（６月上旬）：起雲閣 

信綱の教えを受け、理念を継承した凌寒会が主催する公募短歌大会 

   b. 源実朝を偲ぶ仲秋の名月伊豆山歌会（仲秋の名月の日）：起雲閣及び伊豆山神社 

歌人将軍・源実朝を偲び、仲秋の名月に開催される公募短歌大会 

   c. 尾崎紅葉（こうよう）祭（１月１７日）：お宮の松前 「筆塚祭」も同時開催 

熱海の地を広めた『金色夜叉』の作家尾崎紅葉の偉業を称える記念祭 

   d. 逍遙忌記念祭（2 月 28 日）：起雲閣 

晩年を熱海で過ごした、坪内逍遙の記念祭 

   e. 熱海市民文化祭 「短歌大会」（１１月上旬）：歌人協会主管 

 「俳句大会」（１１月上旬）：俳句人協会主管 

市民の日ごろの芸術文化活動を発表する文化祭で開催される、短歌、俳句大会 

 

  ※参考文献 

     『生涯学習のしおり 平成３０年秋・冬号』 熱海市教育委員会生涯学習課 編集 

     『生涯学習のしおり 平成３１年春・夏号』 熱海市教育委員会生涯学習課 編集 
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Ⅳ 熱海市の観光動向 

 

熱海市は日本を代表する温泉地です。立地に多くの課題を抱える本施設に多くの来訪者

を迎えるためには、熱海温泉に訪れる観光客動向を勘案することが、施設の方向性を検討す

るうえで必須であると考え、現状を整理しました。 

 

1. 熱海市の観光客動向 

 

熱海市は首都圏近郊の温泉地として名を馳せ、近年では奇跡の V 字回復と言われる観光

施策を成功させた市として有名であり、宿泊者が年間 300 万人を超える温泉地です。また、海

上花火大会や梅まつりなど 1 年を通して様々なイベントが開催されて多くの方が訪れています。

文学・文化に関連するイベントとの連携なども、温泉観光客とあわせて検討する必要がありま

す（詳細は資料編 P7 参照）。 

 

【熱海市の宿泊客数最新データ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観光地の中で注目されるのが、起雲閣の集客力の高さです。年間約 12 万人（平成 30 度）

の入館者があります（詳細は資料編 P11 参照）。市街地にあり、温泉観光の途中で気軽に立ち

寄れる好立地と瀟洒な別荘建築と庭園の美しさが魅力です。なお、起雲閣には貸会場もあり、

そこで実施されるイベントなどの来場者は入館者にカウントされていないため、起雲閣を訪れ

ている方は更に多いと想定されます。 

「平成 30 年度版 熱海市の観光」より 
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また、起雲閣には、尾崎紅葉、坪内逍遙、起雲閣にゆかりのある文豪を紹介する常設展示

室と、企画展示室が既にあり、これまで企画展示室では、文学や文化にかかわる様々な企画

展示を実施しています。 

熱海市ゆかりの文学者を紹介する本事業と、歴史的にも建築的にも親和性が高いため、何

らかの連携を可能にすることで、本事業の集客性を高めることにつながると考えます。 

 

【起雲閣入館者動向】 ※詳細は資料編 P12 参照 

 

・入館者数は 12 万人（平成 30 年度）で、文化施設としては集客力が高い 

・中高年の女性がメイン来訪者層である 

・市内・近隣市町村からの来訪及びリピーターが少ない。宿泊者が約 8 割という数値もある 

・多くが初来熱の温泉宿泊者である 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

起雲閣内部写真 

起雲閣内展示室写真 
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熱海市には約 9,100 件（「令和元年別荘等所有税調定及び収入状況」より）の別荘が存在

し、首都圏から定期的に熱海を訪れる方々がいらっしゃいます。その別荘所有者を対象とした

アンケート調査によると、市内の移動手段として、自家用車、タクシー利用がほぼ 8 割を占め、

1 年の来訪回数が 6 回以上の方が 7 割を占めており、2～3 泊ほど熱海に滞在するという方が

6 割を占めます。60 代～70 代が 7 割で、来熱時には温泉でゆっくり静養し、時にはおいしいも

のを食べるという過ごし方が見えてきます（詳細は資料編 P8～10 参照）。 

一過性の高い観光客と違い、熱海への愛着が強いと思われる別荘所有者の求めるものを、

高齢の方の利用度も高い SNS を通じて提供することを検討する必要もあります。 

 

2. 熱海市の観光施策 

 

平成 19 年策定の現行「熱海市観光基本計画」では、目指すべき姿を「長期滞在型の世界

の保養地」とし、熱海観光の原点である「温泉」を再評価して長期滞在型の何度来ても新しい

発見と癒しを体験できる“現代の湯治場”となることを掲げています（詳細は資料編 P１３～14

参照）。 

中でも、実現のための 4 つの柱の 1 つ目が「温泉中心主義―湯治場「熱海」の復権―」とあ

り、“熱海温泉の歴史・文化を再検証するとともに、温泉があることにより生み出された「芸妓」、

「食」、「文豪・文学」などを体系化し、「熱海文化」を確立”としていることが注目されます。また、

3 つ目の柱の「歩いて楽しい温泉保養地―経済効果の各業界への拡大―」の中にある「（3）歴

史・文化を活かしたルートづくり」も本事業と関係性の高い項目といえます。 

今後は、現在策定中の次期計画との整合も検討する必要があります。 

 

【熱海市観光基本計画（抜粋）】 
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3. 「温泉文化」観光実現のために 

 

以上を踏まえて、観光基本計画の柱のひとつである「温泉文化」を再生し、熱海を長期滞在

型の現代の湯治場とするために、文学の視点から貢献できる事柄を以下に挙げました。本施

設がこれらを果たすことにより、観光計画の実現性を高めるとともに、本施設に多くの観光客を

誘引することが可能になると考えます。 

 

a. 文学が感じられるまち歩きの仕組みをつくる 

観光基本計画にもあるように、「温泉文化」の再生に文学は外せないものでありなが

ら、多くの観光客にとって、お宮の松と起雲閣の展示室その他の文学関係施設以

外に熱海と文学の関わりを知る機会が乏しいのが現状です。 

熱海と文学の関わりを体系的に知ることができ、点在するゆかりの地をめぐる仕組

みが必要とされていると考えます。 

 

ｂ. 文学の世界に浸るサービスを提供する 

文学の世界や読書に浸ることは、熱海が目指す長期滞在型の温泉地に求められる

ものと重なる部分が大きいと考えます。また、別荘所有者の熱海滞在時の過ごし方

として読書がある程度の割合を占めていることからも、熱海の文学を伝える様々なメ

ディアや読書への便宜を図るサービスの提供を検討する必要があると考えます。 
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Ⅴ 設立準備委員からの提言 

 

これまでの準備委員会において、（仮称）熱海文学館の市の施策上の考え方や施設の運営

方法等について委員から出された主な意見を以下に示します。 

 

１. 熱海の文化力を発信する総合テーマの設定 

 

第 2 回委員会開催後、内川委員から以下のとおり提言がありました。本事業の範囲を超え

る内容ではありますが、他の委員からの賛同もあり、検討を諮ることになりました。 

委員会の意図は、P25 でも述べているように、本事業は熱海市の観光施策とも関係性が高

く、市の施策における（仮称）熱海文学館の位置づけを確認すると同時に、文学やまちづくり

の専門家としての立場から、市全体の文化体系をつくり上げていく発想を常に念頭に置いて

計画を練っていきたいという考えによるものです。 

 

【内川委員提言】 

 

今回は杉本苑子先生の遺志を継ぐ記念文学館建設という点が眼目であることは言うまでもないが、熱

海全体の文化発信を考える絶好の機会でもある。そこで、必要なのが熱海の文化を総合的に発信する仕

組みを考え、その中の一つの要素として｢熱海と文学｣の位置付けを確かなものにするという考え方が必要

なのではないか。記念文学館建設をコアとした発想だけで終わってしまっては、数多ある熱海を底上げす

るための重要な要素が埋もれてしまいかねないからである。そこで必要なのが熱海の文化力を発信する

総合テーマの設定である。これを確かなものにしておけば、最終的に熱海の文化資源が生かされ様々な

魅力を伝える事ができると考える。仮ではあるが以下のようなテーマが想定される。 

 

 

◇ 総合テーマ（仮） 

 

｢ 温泉の街“あたみ”総合ディスカバリープラン ｣ 

 

◇ 個別テーマ（仮） 

◉ “いで湯の街”あたみ - ホテル・源泉・温泉史・関連施設 

◉ “歴史の街”あたみ - 埋蔵文化財・伊豆山神社・伊豆修験 

◉ “文芸の街”あたみ - 坪内逍遙・尾崎紅葉・・杉本苑子他多数 旧宅・別荘 

◉ “芸術の街”あたみ - 指定文化財・MOA 美術館 作家 池田満寿夫他 

◉ “坂の街”あたみ - “坂あるき”の極意 

◉ “賢人の街”あたみ - 政財界 根津嘉一郎他多数 

◉ “うつくし”あたみ - 自然の見どころ紹介 

◉ “うまし”あたみ - 土産物・レストラン・カフェ 

 

※ このような発想で国が舵取りを行った観光資源を活用するための施策である令和 2 年度の｢文化 

財保存活用地域計画｣にエントリーし、全体計画の一部として文学館の基本計画書を出口にすれ

ば良いのではないか。 エントリーシートの書き方などは 7 月 24 日文化庁が開催した文化財保存

活用地域計画研修会資料などがある。 
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※ コンセプトが明確で情報が充実しハイセンスなものであれば、コアミュージアムは暫定的には仮想

（HP 上）でも良い。ただし、多くの人々が集う駅周辺に情報提供の場が必要。多くの観光客が情報

をスマホで得ている現状を考えれば、このような発想も必要かと思う。 

  

 

 

2. 熱海市立図書館との関わり 

 

この基本構想の議論開始時より、熱海市立図書館の将来像との関わりについて意見が出て

いました。熱海文学館の開設を目指す上で、市立図書館の充実は文化都市・熱海の発展に

必要であることは言うに及ばず、文化と観光をどのように結びつけるかという課題の鍵を握る施

設であると言えます。しかしながら、これまでの経緯や現状を見るかぎり、図書館の将来計画に

ついてはまだ見通しがはっきりしないとのことであり、そのピースを埋めることが今後の市の文

化・観光行政に与えられた課題の一つであると考えるというものです。 

 

3. その他の意見 

 

その他の意見として、共通入館券の導入、市全体として広域の観光案内サインの整備や情

報提供の方策検討、かつ実施主体としては市長部局がふさわしいなどの意見もありました。 
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Ⅵ （仮称）熱海文学館の基本的な考え方 

 

これまでの検討を踏まえ、（仮称）熱海文学館が目指す基本的な考え方を以下に示します。 

 

1. 基本的な考え方 

 

（1） 杉本氏の遺志を尊重した文学館 

－杉本氏をはじめ熱海市ゆかりの文学と文学者を紹介し熱海と文学の関わりの 

深さを伝える 

 

・平成 7（1995）年、杉本氏と熱海市が交わした遺贈契約に依拠し、著作権を含めた全

ての遺産を熱海市に託した杉本氏の遺志を尊重した文学館を実現することを第一義

とする。 

・契約書の「建物を「熱海文学館（仮称）」として、熱海市にゆかりのある文学者の記念館

とすることは熱海市にとってきわめて意義があることと考えており」という記述を真摯に

受けとめ、現在および将来に渡って熱海市にとって意義ある施設とする。 

・遺贈契約に基づき、杉本氏をはじめ吉川英治氏や熱海市ゆかりの文学と文学者の資

料を保存し、その魅力を永続的に伝える文学館として充分な機能と体制を整えた施設

とする。 

 

（2） 多くの方々に熱海文学の魅力を伝える文学館 

－旧杉本邸を中心に市街地施設と一体的な施設とすることで、熱海の文学への 

理解を深め、多くの来訪者を迎える施設とする 

 

・旧杉本邸は、（1）の内容を網羅した（仮称）熱海文学館として設置する。 

・併せて、立地の課題を解消する方策の一つとして、観光資源が集中する市街地にあり、

（仮称）熱海文学館への誘導を図る施設を仮に「市街地施設」とし、必要性も含め今後

検討する。 

・市街地施設では、温泉文化がはぐくんだ、文学と関わりの深い街として熱海を紹介し、

「文学と温泉のまち･熱海」をテーマとした展示を展開する。 

・文学との関係性が高い「起雲閣」、杉本氏の作品との親和性が高い「MOA 美術館」や、

作家ごとの専門施設である既存の「凌寒荘」、「双柿舎」、「創作の家」との連携強化を

図る。 
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（3） 温泉文化ツーリズムの拠点となる文学館 

－市内各所に文学の入り口を設ける仕掛けなど、温泉文化ツーリズムの拠点づ

くりを検討する 

 

・熱海と文学の関わりは市内各所にも点在し、町なかの文学ポイントに触れられることが、

熱海観光の大きな資源である。現状は見えにくいそれらの文学ポイントを顕在化する

ことにより、熱海市が目指す温泉文化ツーリズムの実現を図る。 

・具体的には、市街地に設ける予定の市街地施設により、熱海文学の全体像を伝えるこ

と、既存の文学関係施設との連携企画、まちなか文学スポット紹介などの検討を行う。 

・更に連携先を熱海市全域に広げ、様々な講座やイベントの企画、ホームページや冊

子など情報発信のメディアを設けることなどにより、熱海と文学の関わりとその魅力を発

信し、文学の世界や読書に浸る“温泉文化ツーリズム”の拠点となることを目指す。 

 

 

以上を踏まえ、旧杉本邸を中心とした各施設の関係性を表した構成図を以下に示します。 

 

【（仮称）熱海文学館と市内施設との関係】 
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2. 基本方針 

 

（1） 保存・公開機関として 

－杉本苑子氏をはじめとした熱海市ゆかりの文学・文学者の資料を保存・展示

する 

 

・収集・保存した資料を体系的に分類整理し、適切な環境で安全に保存する 

・熱海市ゆかりの文学・文学者に関する調査研究を行う 

・デジタル化等、資料の利活用を促進することを検討する 

・文学館の活動成果を展示に活かすとともに、ホームページ等で多くの人々に公開する 

 

（2） 生涯学習機関として 

－文学を通じた市民の生涯学習に寄与する事業を行う 

 

・文学の魅力を多くの市民等に発信し、共有を図ることができるよう、イベントや

講座等の開催可能なスペースを検討する 

・文学に関する市民等のサークル活動に対し、研究、発表の場を提供する 

・子どもたちが文学に触れる機会を提供し、学校教育との連携を検討する 

・文学を通じ温泉文化が息づく熱海の魅力を伝えるイベントの実施を検討する 

 

（3） 地域振興機関として 

－文学のまち・熱海を多くの人々に知ってもらう 

 

・観光客に「文学のまち・熱海」を知ってもらうための様々な取り組みを行う 

・ホームページ等を通じて国内外に「文学のまち・熱海」をアピールする 

・市街地の施設と連携し、相互の集客力を高める方策を検討する 

・長期滞在温泉客向けの文学・読書サービス提供を検討する 

 

3. ターゲット層と施設機能 

 

これまで検討したように、本施設の来訪者は、文学に関心が高い方だけでなく、文学に関心

の薄い方を含めた多様な方々を想定しています。その方々に多様な入口を設けるということも

本施設の大きな特徴となると考えます。そのため、想定されるターゲット層の動向を念頭に各

施設の役割と事業を検討する必要があります。 
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ターゲット層を大きく 3 つに分類し、それぞれの動向を以下に検討しました。 

杉本氏や歴史小説ファン、文学に詳しい方々は、（仮称）熱海文学館を目指してに来訪す

ることが考えられます（A）。 

1 泊 2 日で温泉が目的の一般的な観光客の方々は、市街地施設を訪れた際、副次的に熱

海文学について知り、時間があれば（仮称）熱海文学館や既存の文学関係施設を訪れる可能

性が考えられます。つまり、一般的な観光客の方向けには、次回の来訪時に（仮称）熱海文学

館に行ってみたいと思ってもらうことが重要であると考えます（B）。 

一方で、同じ観光客でも複数回数熱海に来訪するヘビーリピーターの方々や長期滞在する

方々、別荘所有者の方々は、主要な市街地の観光施設は来訪済みで、あまり訪れない可能

性があります（C）。本施設としても熱海市としてもこの層の方々に楽しんでいただける施設とな

ることが重要であると考えます。 

 

【ターゲット層別の移動順予測】 

  

 

最初に（仮称）熱海文学館に
来訪し、その後は文学関係施
設へ、最後にほかの観光スポッ
トを楽しむ順番が想定されま
す。 

  

市街地の施設に訪れるこ
とで、（仮称）熱海文学館
や文学関係施設の存在
を知り来訪し、最後に他の
観光スポットを楽しむ順
番が想定されます。 

観光施設にはあまり立ち寄
らず、温泉や常連の店舗に
来訪し、そこで情報を入手
して市街地施設や（仮称）
熱海文学館へ来訪するこ
とが想定されます。 
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4. 展示テーマ案 

 

これまで検討してきた施設構成と役割を踏まえて、新設する（仮称）熱海文学館と市街地施

設について現状想定される展示テーマ案を以下に示します。今後の調査研究の進捗、事業

内容の明確化に合わせて再検討していく必要があります。 

 

【（仮称）熱海文学館と市街地施設の想定展示テーマ案】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 運営方法 

 

本施設の運営方法については、市直営または管理業務委託などが想定されますが、現在

は検討中であり、適切な方法を検討する必要があります。
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Ⅶ 基本計画に向けて 

 

1. 基本計画の検討課題 

 

次年度の基本計画時に必要な検討課題を以下にまとめました。 

 

（1） 杉本氏の業績と作品研究を行う 

 

  杉本氏の作家活動と作品の特徴、ゆかりの方々との関りなど、杉本氏の業績を検証する文

学館として、その研究の端緒に取り組む必要があります。 

  あわせて、杉本氏とその作品の魅力を伝えるために最も適切な題材が何かを精査し、その

展示化に向けて検討を行う必要があります。 

 

（2） 文学館としての具体的な在り方を明らかにする 

 

  市内ゆかりの文学者について紹介する（仮称）熱海文学館の具体的な在り方を検討する必

要があります。文学者や文学の取り扱い範囲や館の事業内容など、熱海市の状況と長期計画

を視野に入れた基本的な方針を精査する必要があります。 

 

（3） 旧杉本邸の一般公開化に向けた課題を精査する 

 

  設計時の用途変更に向けた手続きや、バリアフリーの人的対応の実際のあり方、バックヤ

ードの必要面積の精査など、ハード的な課題のほか、露出展示の資料紛失対策なども視野に

入れた検討が必要となります。 

 

（4） 収蔵場所の方針をまとめる 

 

  収蔵スペースの位置や整備内容は、事業全体に関わるため、候補施設のメリット・デメリット

をさらに精査したうえで、要件の優先順位と実現性を鑑み、収蔵スペースをどこにするか方針

をまとめる必要があります。 
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（5） 運営方法の検討 

 

本施設の運営方法については、市直営または管理業務委託などが想定されます。今後の

施設機能や事業方針の方向性、事業内容などの決定に合わせて、適切な方法を検討する必

要があります。 

 

（6） 観光施策との連動を検討する 

 

  今回明らかになった重要な事項に、本事業は市のまちづくりや観光施策と連動して考えな

ければ持続可能な施設となり得ないということがあります。 

  杉本氏の顕彰と旧杉本邸の整備が本来事業であることは変わらないものの、熱海市のまち

づくりが目指す方向と軸をあわせ、連動していくための方針を検討する必要があります。 

 

（7） 市街地施設設置の可否及び実現性を検討する 

 

  市内にたくさんの入り口を設けられるかどうかが、本事業の成否を分けると想定されることか

ら、本事業と連動しながら別軸で、市街地施設設置の実現性を検討する必要があります。必

要性の有無、どのような役割を担うか、どこに設けるか、課題があるとすればどのように解消し

ていくか、具体的に検討したうえで、庁内各部署との調整を図る必要があります。また、市街地

施設設置の予算措置をどうするか並行して検討する必要があります。 
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2. 事業スケジュール 

 

開館までの想定事業スケジュールを以下に示しました。 

 

 

 

  

11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
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（仮称）熱海文学館設立準備委員会 委員名簿 

 

有識者委員 

委員長 紅野 謙介（日本大学文理学部長） 

副委員長 原 祐子（元日本近代文学館職員） 

 内川 隆志（國學院大学教授） 

 塩見 寛（名城大学理工学部講師）  

 矢代 勝也 (MOA 美術館学芸部長） 

一般委員 

 小松 久男（熱海商工会議所専務理事） 

 井戸 真弓（熱海市観光協会職員） 

 

 

（仮称）熱海文学館設立準備委員会 開催経過 
 

回数 日程 会場 主な検討内容 

第 1回 令和元年 7月 8日 旧杉本邸応接室 

・旧杉本邸利用の課題の検討 

・収蔵資料の検討 

・熱海市ゆかりの文学に 

関する検討 

・本施設の方向性の検討 

第 2回 令和元年 10 月 21 日 起雲閣ギャラリー 

・建築的課題の検討 

・保存環境的な課題の検討 

・全体計画の検討 

第 3回 令和 2年 2月 17 日 
熱海市中央公民館 

第１会議室 
・基本構想書（案）の検討 
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旧杉本邸平面図   
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旧杉本邸平面図
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旧杉本邸収蔵資料 ①整理済み資料 4.書簡差出人詳細リスト  

5.掛け軸詳細リスト 
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彩苑の温湿度測定記録 （2019.8.11～9.15） 

  ※運用の関係で 18 時未計測日あり 
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熱海市教育振興基本計画 後期基本計画（抜粋）                                             熱海市生涯学習推進大綱（抜粋） 
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熱海市内観光客動向 参考資料-1 
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熱海市内観光客動向 参考資料-2  別荘等所有者アンケート調査報告書（平成 28 年 9 月）より抜粋   
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起雲閣入館者動向 参考資料-1 
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起雲閣入館者動向 参考資料-2 

 

熱海市から外部委託 
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熱海市観光基本計画 平成 19 年度策定 （抜粋） -1 
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熱海市観光基本計画 平成 19 年度策定 （抜粋） -2 



 
 

 

 


